
美濃加茂市の脱炭素への取組

２０２３年２月２７日

美濃加茂市
産業振興部商工観光課兼ＳＤＧｓ推進室
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１．美濃加茂市の概要

人

57,190人 （2022年９月現在）面 積 74.81 ㎢ 人 口

社会的環境

・古くから宿場町として栄えた交通の要所
大阪から 新幹線＋特急 約１時間３０分
東京から 新幹線＋特急 約２時間２０分

・情報通信機械産業、
生産用機械製造業が主要産業

・製造業に勤務する外国籍人材が
約５，０００人在住

・多様性のある市民構成
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・豊かな自然と里山文化がある
・安定した地盤と良質で豊富な水が供給可能
・全体の３９．２％（ 29.32 ㎢）が森林
・比較的雪が降らない。
・海がなく、海風による塩害がない
・美濃加茂盆地をはじめとする日当たりの良い広い
土地があり、太平洋気候に属する年間平均気温
15℃と穏やかな気候。

・木曽川（一級河川）と飛騨川の合流地点がる

自然環境



２．取組の経緯～第６次総合政策

健康な心
◌ 思いやりの心
◌ 他者への関心
◌ 豊かな心
◌チャレンジ精神

健康な体
◌ 全世代の健康増進
◌ 健康寿命の延伸
◌ 予防医療の推進
◌ 生涯元気

健康な社会
◌ 成長する産業
◌ 自然との調和
◌ 安心安全なまち
◌ 健全な行財政
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２．取組の経緯～里山千年構想
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２．取組の経緯～ＳＤＧｓ未来都市
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３．脱炭素の取り組み

■「里山千年構想」と「里山千年基本計画」
■市の目指す姿『第6次総合計画 - Walkable City Minokamo -』を策定（2020年3月）

■「SDGｓ未来都市」および「自治体SDGｓモデル事業」に選定（2021年5月）
■官民連携会議「SDGs推進協議会」を設置（2021年5月）
→「SDGs推進協議会」から「エネルギー部会」設立
→再生可能エネルギー事業、里山の価値向上を中心とした、
カーボン・ニュートラルと経済の自律的好循環の市内への定着

■【FS調査】
「2050年までの脱炭素社会を見据えて再生可能エネルギーの

導入目標を策定する事業（第1号事業の1）」

■地域金融機関と包括連携協定を締結（2021年2月8日）
■「ゼロカーボンシティみのかも宣言」（2021年2月14日）
■地域ステークホルダーによる「美濃加茂市再エネ普及・省エネ推進重点項目」提案

■エネビジネス関連技術など企業を誘致のためサテライトオフィス施設を整備

■「地域脱炭素実現に向けた再エネの最大限導入のための計画づくり支援事業」
第2号事業 （2022年実施中）

■地域脱炭素移行・再エネ推進事業計画（重点対策加速化事業）（2022年実施中）

2020年

2021年

2022年

…
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３．脱炭素の取り組み

美濃加茂市脱炭素ロードマップ （2021年度策定）
2030年までに国のCO₂削減の目標値（46％）を達成するため、省エネ化やEV普及等の計画を進める。
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３．脱炭素の取り組み

「美濃加茂市脱炭素ロードマップ」と「美濃加茂市再エネ普及・省エネ推進重点項
目」を地方公共団体実行計画※である「事務事業編」「区域施策編」に反映させ、
脱炭素を確実に進めるための基盤としています。
※「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、地方公共団体は「地方公共団体実行計画」を
策定するものとされています。 8



４．予定されている脱炭素事業の取り組み

■屋根置きなど自家消費型の太陽光発電と蓄電池（令和４～）

■車載型蓄電池と充放電設備 （令和５～）

■住宅・建築物の省エネ性能等の向上（令和６～）

■業務ビル等の省エネ・再エネ電気調達ZEB化誘導（令和７～）
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脱炭素化事業の普及活動の結果など
から、社会・地域のニーズに合わせ

た事業内容としていきます。



５．岐阜県の取り組み
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環境生活部
脱炭素社会推進課



５．岐阜県の取り組み
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商工労働部
商工・エネルギー政策課



５．岐阜県の取り組み
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商工労働部
商工・エネルギー政策課



５．岐阜県の取り組み
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商工労働部
商業・金融課



６．国の取り組み
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６．国の取り組み
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６．国の取り組み

16



６．国の取り組み
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ご清聴ありがとうございました。
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